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⽬次

本資料は下記のユーザー様データをもとに福井コンピュータが作成したものになります。
・萩原建設⼯業株式会社（北海道帯広市）様

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）
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⼯事名 ：道央圏連絡道路 ⻑沼町 南4号線函渠設置⼯事
発注者 ：北海道開発局 札幌開発建設部 札幌道路事務所
請負者 ：萩原・菱中 経常ＪＶ

萩原建設⼯業株式会社 （北海道帯広市）
⼯事概要 ：・⼯事延⻑ L=430ｍ

・路体盛⼟⼯ V=27,800m3
・地盤改良⼯ V=5,000m3
・カルバート⼯ N=1基
・舗装⼯（下層路盤⼯・凍上抑制層） A=1,405m2

⼯事場所 ：北海道 ⼣張郡⻑沼町

⼯事の概要

萩原建設⼯業株式会社（北海道帯広市）様HPより抜粋
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本資料は下記のユーザー様データをもとに福井コンピュータが作成したものになります。
・萩原建設⼯業株式会社（北海道帯広市）様

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）

着⼯前
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BIM/CIM⼯事事例 リスクに関するシミュレーション

【本⼯事におけるリスク】
• 過年度⼯事において、⼀部盛⼟不施⼯のまますり鉢状に残った状態であった。

これにより、クレーンがどこまで近寄れるかの判断が難しかった。
• また、親杭施⼯箇所が道路が近接しており、⼀般⾞両に危険性・不安感を⽣じさせることが懸念された

補強土壁施工箇所

公道

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）
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【TREND-COREの重機・仮設材モデルを活⽤し、クレーン作業⽅法を関係者間で⼊念に検討した】
 重機・H鋼などの3Dモデル部品を使⽤し、施⼯現場を表現した。
 ⼀般⾞両からの⽬線で⾛⾏シミュレーションを実施し、安全性を確認してから作業を⾏なった。

作業方法検討 走行シミュレーション

BIM/CIM⼯事事例 リスクに関するシミュレーション

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）
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萩原建設⼯業株式会社（北海道）提供データをもとに福井コンピュータが作成
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本資料は下記のユーザー様データをもとに福井コンピュータが作成したものになります。
・萩原建設⼯業株式会社（北海道帯広市）様

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）

着⼯前
着⼯前

着⼯前
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BIM/CIM⼯事事例 対外説明（関係者協議）

【対外説明における課題】
 2D図⾯のみでは、作業関係者（⼤⼯）が形状を把握しきれない箇所がある。ミスの原因になりうる。

【TREND-COREでボックスカルバートの3Dモデルを作成】
 3Dモデルにて説明することで、「やっぱりこうなるんだ」と納得して施⼯を続けてもらった。

図面だけでは把握しにくい複雑な取り合い形状（函体と翼壁）

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）
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萩原建設⼯業株式会社（北海道）提供データをもとに福井コンピュータが作成
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BIM/CIM⼯事事例 対外説明（住⺠説明）

【近隣住⺠・地権者への⼯事内容周知の課題】
 ボックスカルバート施⼯にあたり、現道を迂回させなければならない。迂回路及びボックスカルバート施⼯の為には借地が

必要となり、地権者へ借地理由の説明が必要であった。
 従来の図⾯や⾒出し・丁張りによる説明ではイメージを伝えるのが困難だった。理解を得られないと⼯事が続⾏できな

い。

【TerraceARを活⽤し、近隣住⺠・地権者に施⼯⽅法を説明した】
 TREND-COREで作成した3DモデルをTerraceARで現地に

重畳し、3Dモデルで説明することでイメージを正確に伝える
ことが可能となり、円滑に借地への合意が得られた。

ARを活用した工事内容説明状況

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）
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データ提供：萩原建設⼯業株式会社（北海道）

BIM/CIM⼯事事例 対外説明（住⺠説明）

近隣住⺠・地権者への説明で使⽤したTerraceARの動画
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本資料は下記のユーザー様データをもとに福井コンピュータが作成したものになります。
・萩原建設⼯業株式会社（北海道帯広市）様

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活⽤した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒⾳、浸⽔、既設構造物への影響等）

d) 対外説明（関係者協議、住⺠説明、広報等）

着⼯前
着⼯前

⼯事中〜完了
着⼯前
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国⼟交通省の動向 ICT基準類の拡充

ICT構造物⼯（橋脚・橋台）の出来ばえ評価などに活⽤できるベクトル差分解析

第15回ICT導⼊協議会資料（2022年7⽉28⽇）より

ベクトル差分解析OP

点群データとサーフェスデータとの⾯の法線⽅向での⽐較による
差分計算（メッシュ、三⾓網）、統計情報の確認、CSV出⼒
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国⼟交通省の動向 ICT構造物⼯（橋脚・橋台）の出来形管理要領

３次元計測技術を⽤いた出来形管理要領（案）構造物⼯（橋脚・橋台）の出来ばえ評価

 ３次元設計データに垂直な⽅向で出来ばえ評価⽤データと各⾯の離れの差の算出結
果及び分布図を３次元モデルのビューアーファイルとして出⼒する。

 グリッドサイズ（10cm）、データ数、平均値、最⼤値、最⼩値、標準偏差を出⼒する。

 各グリッドにおける計算結果⼀覧として出⼒できることが望ましい。

３次元計測技術を⽤いた出来形管理要領（案）第13編 より
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萩原建設⼯業株式会社様（北海道）提供データをもとに福井コンピュータが作成
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福井コンピュータ製品を連携させることで、BIM/CIM活用効果が増大！

点群処理

 ICTによる出来形管理

構造物モデル作成

施工検討

 ARへの活用

モデル統合

各種シミュレーション

情報共有
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BIM/CIM⼯事事例 BIM/CIMを活⽤した監督・検査の効率化

【監督・検査の課題】
• 従来、担当部⾨が測量・計測作業を実施していたが、本現場では移動距離150kmと⼤きく現地に通うのが困難であった。

150km

事務所と現場の距離

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化
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BIM/CIM⼯事事例 BIM/CIMを活⽤した監督・検査の効率化

【監督・検査へのクラウドの活⽤】
 施⼯現場の新⼊社員が毎週ドローン計測により現場状況を点群取得した（点群データ：40ファイル以上）

CIMPHONY Plusへアップロードすることで、担当部⾨がほぼリアルタイムに現場状況を確認可能となった。
 ⽇々の打ち合わせに活⽤することで、現場の課題を早急に解決することができた。
 リモートで打ち合わせする時に⾮常に有効であった

CIMPHONY Plusによる時系列表現

10日後

『ダンプ進入経路』

『資材置場（型枠材など）の状況』

『盛土形状』

『ボックス施工ヤード』

a) BIM/CIM を活⽤した監督・検査の効率化


